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	応用
	抗原情報
	背景
	11-シスレチナールの生成と視色素の再生において重要な役割を果たします。可溶性形態はビタミンA（オールトランスレチノール）と結合し、LRATによるオールトランスレチニルエステルへの処理に利用されます。膜形態はLRATによってパルミトイル化され、オールトランスレチニルエステルと結合し、IMH（イソメロヒドロラーゼ）によるオールシスレチノールへの処理に利用されます。レチノイドサイクルにおいて重要なイソメロヒドロラーゼは、桿体オプシンと錐体オプシンの発色団である11-シスレチナールの再生に関与しています。オールトランスレチニル脂肪酸エステルから11-シスレチノールへの分解と異性化を触媒し、これは11-シスレチノールデヒドロゲナーゼによってさらに酸化され、視色素団として利用されます（PubMed:16116091）。桿体および錐体光受容体の両方における11-シスレチナールの生成に必須である（PubMed:17848510）。また、ルテインの眼特異的カロテノイドであるメソゼアキサンチンへの異性化を触媒する能力も有する（PubMed:28874556）。可溶性型はビタミンA（オールトランスレチノール）と結合し、LRAT（イソメロヒドロラーゼ）によるオールトランスレチニルエステルへの処理に利用可能となる。膜型はLRATによってパルミトイル化され、オールトランスレチニルエステルと結合し、IMH（イソメロヒドロラーゼ）によるオールシスレチノールへの処理に利用可能となる。可溶性型は、パルミトイル基を11-シスレチノールに転移させることで再生されるが、この反応はLRATによって触媒される（類似性による）。
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	マウス眼球溶解物中のRPE65発現のウェスタンブロット分析。

